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良き問いを立てること
和知　剛

　ギュスターヴ・フローベールは『紋切型辞
典』に「問い：問いを発することは、すなわ
ちそれを解決するに等しい」と記した。『紋
切型辞典』は皮肉と諧謔に満ち溢れた書物だ
が、時々このような、真面目に正鵠を突く言
葉が現れるので油断がならない書物でもあ
る。わたしは例年、年度当初の新入生向けの
講義で「ノートのとり方」や「レポート・論
文の作成法」について触れることにしている
が、そこで紹介する先人の言葉のひとつとし
て、このフローベールの言葉を紹介するよう
務めている。レポートや論文を執筆するため
の「拠点」として、まず執筆者が課題として
何を解決しようとしているのか、解決すべき
問題点に焦点を合わせることができれば、そ
こから回答への足がかりがつかめるというも
のである。
　フローベールの言葉は案外、応用の効くも
のだとわたしは考えている。例えばレファレ
ンスにおいても、利用者が何を探しているの

か、適切な問いを立て焦点を絞り込む（問題
点を整理する）ことができれば、ある程度容
易に回答にたどり着くことが可能になると思
う。時々、利用者も善意で課題を自ら整理し、
レファレンスの用に役立てようと課題を別の
言葉に置き換えて調査を依頼してくることが
ある。これを改めて解きほぐして問いを立て
直し、課題を整理することによって参照すべ
きレファレンスツールが何であるかを探し出
し、それを確認するためにも、図書館・利用
者の意思の疎通を図り、適切な問いを立てる
ことが望ましい。そして適切なレファレンス
ツールを検索・参照・確認できることは、専
門職として必要だし、大切な役割のひとつで
ある。
　ときに新型コロナウィルス禍はまだまだ収
束する気配を見せない。図書館として必要と
される情報を入手し、利用者に提供するため
にも、適切な「問いを発する」ことがわたし
たちに求められていると思う、今日このごろ
である。

�（わち・つよし／郡山女子大学短期大学部）

https://www.daitoken.com/ ISSN:0286-6854

第40巻第9号（No.574）

大学の図書館 92021



特集：専門分野の図書館員たち

　昨今、オープンデータ・オープンサイエンスの推進が大学図書館の重要なミッションの一つ
になっていますが、私たちが、このような従来よりも踏み込んだ研究支援を行うためには、そ
れぞれの学問分野の特性を知ることが重要になってきます。今回の特集では、文系・理系様々
な4つの図書館で勤務されている方に、それぞれの分野の特徴や研究者の身近で業務をされて
見えてくること、そしてそれに基づいた図書館のサービスについて書いていただきました。
　また今回の記事の中でも言及されていますが、多くの総合大学の図書館の場合、数年ごとの
定期的な人事異動があるため、せっかくその分野の研究者と信頼関係を築けても、全く異なる
分野の図書館に配置換えされてしまう、という悩ましい問題があります。この永遠の課題とも
いえる悩みについて、諸外国の例を参照しながら、解決を模索する記事も書いていただきまし
た。今回の特集が、より専門分野のニーズにフィットしたサービスを、日本の大学図書館界で
も提供していけるようにするための一つのきっかけになれば幸いです。

� （編集担当：京都地域グループ）

京都大学人文科学研究所図書室：　
共同研究と蔵書、展望、一職員の
課題

山崎　千恵
３つの「書庫」
　京都大学人文科学研究所は、京都大学吉田
キャンパス本部構内の北に位置する東西に長
いL字型建物の複合施設の一角にあり、所内
ではこのL字型建物にある研究所が「本館」
と呼ばれています 1）。この本館内には、東西
に約68m、南北に約15m、地上1Fから3F
を占める細長い図書室があります。研究所の
全蔵書は約66万冊ですが、その半数の30万
冊をこの本館書庫に収容しています。残りの
蔵書は、この研究所の成り立ちゆえに、漢籍
をはじめとする中国語の資料です。中国語資
料は研究所内の二つの附属センターである東
アジア人文情報学研究センターおよび附属現
代中国研究センターに配置しています。
　「本館」とよばれる細長い研究所に対して、

東アジア人文情報学研究センターは、現在「分
館」と呼ばれます。白川の地に東畑健三氏が
設計したスパニッシュ・ロマネスク様式の建
物に居を構える同センターは、1930年設立
当初、書庫の蔵書収容冊数が10万冊と算定
されていたとの記録がありますが 2）、今も書
庫以外の共同研究室や収蔵庫なども活用しな
がら、漢籍30万冊以上を収容しています 3）。
　また、通称「現中研」とよばれる現代中国
研究センターは、人間文化研究機構のネット
ワーク型研究推進事業において現代中国につ
いての共同研究推進のために2007年に設置
されました。現中研は本館書庫の上階に位置
し、「現代中国情報資料集積基地」と名付け
られた書庫や本館図書室書庫内に、現代の中
国地方新聞やそのマイクロ資料、地方誌、地
図などの資料を収容しています 4）。

成り立ち
　現在二つの附属センターを抱える京大人文
科学研究所の成立は外務省の管轄下、1929
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年に東京と京都とに創立された東方文化学院
にさかのぼります。その東方文化学院京都研
究所から1938年に独立した「東方文化研究
所」、京都大学の附属研究所として1939年に
設立された「旧人文学研究所」、1946年にド
イツ文化研究所を改組してできたイギリス・
アメリカ・ドイツ等の文化の研究に従事する
「西洋文化研究所」、この3研究所が1949年
に統合することで、京都大学人文科学研究所
（人文研）が創設されました。

共同研究
　人文研では所員の一人が班長となって研究
班を組織し、所員全員が一つ以上の共同研究
班への参加をするという共同研究班の制度を
とって、共同研究を行ってきました。これら
共同研究（班）の産物は、図書室の蔵書構成
にも表れています。人文研創設の共同研究班
は日本部の柏祐賢、東方部の水野清一・平岡
武夫・安部健夫・貝塚茂樹等々、西洋部の桑
原武夫の大きく3つの部にわかれていまし
た。現在は東方部と人文部の研究部の二つ部
があり、その部のそれぞれの所員による選書
と、共同研究のための資料収集自体が、図書
室の蔵書の柱です。東方部の龍門や雲崗、イ
ラン・アフガニスタン・パキスタン調査など
の文物研究、甲骨文、金文、敦煌写本の文物
から文献への研究、そして会読、校定、校注
などの文献研究がもたらした調査報告書、索
引・目録類は共同研究の成果物であり、人文
研制作の学術資料でもあります。旧日本部の
伝統産業の調査や農村漁村の実態調査、旧西
洋部の桑原武夫の文学理論に関する文献、今
西錦司のアフリカ調査や梅棹忠夫のヨーロッ
パ学術調査などから連なる文化人類学に関す
る文献なども、本館の蔵書を支えています。
また、2010年に研究所が全国共同利用・共
同研究拠点となってから後も、「学際的研究
学界セクショナリズムの打破」、「原典の会
読」、「現地調査」の三つの共同研究方法論の

伝統と継承の下、共同研究を続けています 5）。

特徴的な資料
　人文研の年間の図書受入冊数は、ここ10
年間の平均は年間約7000冊ですが、年間の
受入冊数の5割は寄贈資料です。共同研究の
ための資料は、所員が収集した資料をのちに
寄贈で受け入れることも多く、人文研の蔵書
構築にはこうした所員の寄贈や、関係所員の
旧蔵書の購入が欠かせません。私の勤務する
本館図書室の文庫にも、大阪朝日新聞従軍記
者として派遣先の戦線で、軍に無残に踏みに
じられる中国古籍を目のあたりにし、借金し
てまで自力で書籍を保護した村本英秀の寄贈
した村本文庫 6）、中江兆民の息子である中国
古代政治思想史を研究した中江甚吉の蔵書で
ある中江文庫 7）、印度哲学の泰斗で元東方文
化研究所長松本文三郎の蔵書である松本文�
庫 8）、満蒙関係資料を中心とした京都大学名
誉教授内藤虎次郎旧蔵書の内藤文庫 9）、朝鮮
近代経済史の研究者安秉珆氏の研究ノート、
撮影資料も含む安文庫 10）,�11）など、代々の所
員や所員にゆかりのある方の文庫がならびま
す。
　ここ数年内に受入をしてきたコレクション
にも、桑原武夫の指揮した『百科全書の研究』
に参加後にディドロを中心にフランス18世
紀の思想・文化の研究を牽引した、元京都国
立博物館長で京都大名誉教授の中川久定の旧
蔵書中川文庫 12）、「みやこの学術資源研究・
活用プロジェクト」によって寄贈受入をした
山本明氏・都村健氏旧蔵映画・演劇資料 13）や、
文化大革命時期に発行された紅衛兵組織・造
反組織の収集した鱒澤彰夫氏寄贈資料 14）が
あり、それぞれ図書・雑誌の資料整理が完了
しつつあります。さらに、文庫化はされてい
ないものの戦前戦後の科学史・思想史研究に
供する文献、社会運動に関する研究資料も、
図書室への問い合わせの多い、需要が高い当
図書室の特徴的な資料です。
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漢籍
　そして、所内で国内屈指の資料と言えば、
成立時から網羅的に収集し、整理を続けてい
る漢籍です。村本文庫、松本文庫ならびに内
藤文庫などの一部の漢籍や、そのうちの貴重
資料は本館の貴重書庫に保管されています
が、それ以外は分館である東アジア人文情報
学研究センターに所蔵されています。分館自
体が、漢籍資料の貴重書庫でもあります。さ
らに、資料を収集するだけではなく、分館が
作成・運営し続ける全国漢籍データベース 15）

は、オンラインで日本全国の漢籍の検索を可
能にしました。所内の漢籍は四部分類を付与
し、この全国漢籍データベースに登録されて
います。さらに、一部ではありますがオンラ
インサイト「東方學デジタル圖書館」では、
デジタル化された研究所所蔵の漢籍を、世界
中から利用することが可能です 16）。

展望と課題
　分館については旧来から、こうして共同研
究の一環としても、データベースの作成や収
集資料、所蔵典籍のオンライン化を進めてき
ましたが、こうしたオンライン化された学術
資料の継続と維持、発展は所内でも中心的な
課題となっています。これらの学術資料のデ
ジタル化、オンライン公開を、研究所の課題
として捉え、次の展開として、IIIF化や、ま
だオンラインでは公開ができていない研究所
資料のデータベース化を目指す計画が進行中
です。前述した共同研究やプロジェクトに
よって収集される資料群には、図書や雑誌と
いう従来の図書館で扱ってきた資料以外の
アーカイブ資料が多々含まれますが、そう
いった資料の整理・保存・そして活用・公開
についても、所員から図書室の職員に問い合
わせが寄せられるようになっています。昨今、
所員から図書室に期待される業務の一つが、
資料のオンライン公開に関わる権利処理で
す。学内の図書系の整理担当・研究公開（リ

ポジトリ含む）担当、博物館学芸員、法務担
当などの協力を仰ぎながら、所員の要望に応
えることが、図書室の主要な業務になりつつ
あります。また、先にも述べた各種文庫やコ
レクションの収集資料については、本稿の注
にも示した通り、その都度共同研究班の手で、
研究報告書や目録が丁寧に作成されてきまし
た。ただし、いまだオンライン化は道半ばで
す。こうした業績を世界に公開し、成果物の
さらにもう一歩先の活用を進めるためにも、
所内刊行物のオンライン公開へのレールを敷
く、それが図書室に勤務する一職員の課題の
ひとつです。
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教育系大学の図書館
高井　力

　1994年に東京学芸大学に就職し、一度は、
他の大学に移った時もあるが、20年以上は
教育系大学に勤めたことになる。その間、電
子図書館的なことや増改築などを経験するこ

ととなった。本稿では、まず、本学の特徴と
教育系資料について教科書を中心に説明し、
次に数々の変化の中で、教育系大学の図書館
として考え、行ってきたことについて書くこ
とにしたい。

１．東京学芸大学
　東京学芸大学は教員養成系の単科大学であ
り、教育支援職を育成する課程もある。教育
は広い分野に関わることもあり、人文社会科
学や自然科学、芸術スポーツ科学など多岐に
わたる分野を扱う。
　教員養成系のため、多くの学生が主に3年
次に教育実習に行くのも特徴でありそのサ
ポートも必要である。現職教員のサポートも
目的の一つとなっている。2019年には大学
院を改組し教職大学院の枠を大きくした。本
学の研究に基づく実践的教育が行われる附属
学校・園を持つのも特徴である。

２．資料について
　本学では幅広い分野の資料が必要になると
ともに、教育に関する資料を重点的に収集し
ている。蔵書の3割が教育関係の図書と推計
され、配架する際もNDCで配架しつつも、
370番台の教育が目立つ位置に来るようにす
るなどの工夫をしている。
　その中で一番コレクションとして重要なの
は、小中学校・高等学校で使われる教科書だ
と思われる。

３．教科書
　教科書は教育実習等で授業に行く際の指導
案の作成の参考にされるなど、教育養成系の
大学では重要な資料である。学習指導要領に
基づいて作られている。

3.1 教科書検定1）

　教科書には、それが使われる学校の種別（小
学校・中学校等）や教科の他に、定期的に改
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定されるという特性がある。今年は小学校、
次の年は中学校という具合に改定され、その
サイクルはおおむね4年である。その際に文
部科学省の「検定」を受ける。教科書番号が
振られ、同定のキーとなっており、その構成
は、出版者番号+その略称+教科記号+番号
である。

3.2 教科書標準分類
　教科書を整理、配架する際も、特殊な分類
を利用している（�/�は段の区切り）。

T1A7�/�1S9�/�2

　1段目が、教科書であること（T）、使用さ
れるのが日本であること（1）�小学校（A7）
で利用されること、2段目は教科が国語（1）
であること、検定年が2009年（S9）である
こと、3段目は出版者の番号（教科書番号と
共通）を表す。これにより教科書を、教科ご
と、検定年ごと、出版社ごとなどに配架でき
る。
　この分類は国立教育系大学図書館協議会の
小委員会で1979年に作成され 2）、新しい教
科に対応するように改定し、使い続けられて
いる。

3.3 教科書の目録
　目録規則の適用が難しく、私の就職当時は
目録システムには入れず、業務システムから
紙のリストを出力していた。平成13年に新
電子図書館システムを導入するにあたり、目
録とは別のデータベースとして整備され始め
た。NIIで「教科書に関する取扱い及び解説」
が整備され、その案が『NACSIS-CAT/ILL
ニュースレター』3）に掲載されたのが、平成
16年6月である。その後、NACSIS-CATへ
入力されるようになっていった。教科書番号
や検定年の記載、書誌単位について定めてい
る。CAT2020の際には、書誌作成単位の見

直しなどを行った。
　本学OPACでは教科書に限定したり、教科
書番号での検索を可能にしている。教科書分
類の前方一致検索で、学校種別・教科を絞っ
た検索もできる。

3.4 デジタル教科書への対応
　まだ、紙の教科書が主で内容も紙の教科書
と同じ内容であるが、平成31年4月から関
係法令が施行され、必要に応じてデジタル教
科書を併用できることとなった。授業使用前
提で、図書館で利用できるライセンスとなっ
ていないことが多い。
　昨年度、ICTセンター教員の努力により、
本学で4社の小学校用デジタル教科書提供が
可能になった。教科も1～ 3教科で学年が限
られるが、教員になる前にデジタル教科書に
触れる機会は重要である。その中で、図書館
で提供できたのは一社一教科のみで固定端末
での利用に限られているが、少しづつでも増
やせていけたらと思う。
　ライセンス的に、アーカイブが難しいのも
図書館として問題である。

４．教育実践情報とデータベース化と
　平成13年に教育情報ナビゲーションシス
テムが導入された際も、教育系大学として何
をデータベース化・提供して行くか考えられ
た。授業の記録、報告、指導案などを「教育
実践資料」と呼び、授業を組み立てる際に参
考になる資料ということで収集しようという
ことで、その一つとしてインターネット上の
教育情報が選ばれ、「パスファインダ」として、
そのディレクトリの整備などをした。
　また、教育総合データベースとして、教科
書の目録情報や附属学校・園の紀要を含めた
目次情報の入力・提供が行われた。ダブリン
コアの枠組みでメタデータを作成し、学校種
別、教科などの主題情報を入れ、それらから
検索する機能も備えていた。
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５．教育総合DBからリポジトリへ
　本学でも、平成18年に教育総合DBを引
継ぐ形で、リポジトリを立ち上げた。教育実
践情報の収集をと言うことで、本学の研究に
基づく実践的教育が行われ、その報告等が掲
載される附属学校・園の紀要に力を入れるな
どした。
　教育主題からの検索についても継承したい
と考え、教育系サブジェクトリポジトリを立
ち上げた（平成21年）。国立教育系大学図書
館協議会と文教大学の協力を得て、教育関係
論文等のSubjectに学校種別や教科の情報を
入れる事業を行った（�例）�Subjectに「SSUB:
数学」などと入れる。「SSUB:」の部分が、
教科であることを示す）。ハーベスト機能に
より、参加した機関すべての教育関連情報を
一括検索するサイトも用意した。
　残念ながら、検索サイトについては本学の
リポジトリがJAIRO�Cloudに移行するにあ
たり終了した。しかし、教育主題情報を入れ
る作業は継続しており、その活用方法につい
ては今後も検討したい。

６．改築とラーニングコモンズ
　本学は耐震改修を行い、平成 27年にリ
ニューアルオープンしている。その際にラー
ニングコモンズの整備を行った。その際にも
やはり実習等の支援を考えた。
　模擬授業への対応のため、黒板サイズの大
型ホワイトボードや、教室サイズの机や椅子
等を準備したり、ラーニングコモンズ内に教
科書や実習用図書を配置した。学校図書館を
模して、絵本・児童書も配架した。コモンズ
内で教科書を広げ、授業の計画を練っている
学生をよく見かける。

７．増築とGIGAスクール構想
　さらに令和2年から令和3年にかけて、教
職大学院と合築で、増築が行われた。工事は
今年5月末に完成し、その後、什器の搬入や

書架の移動をしながら、準備のできたところ
から順次オープンし、7月時点では、地下書
庫部分は準備中であるが、地上1～2階のラー
ニングコモンズを含む部分はオープンしてい
る。
　増築はコロナ禍で進められた。そのため、
当初の計画には無かったオンライン授業で利
用可能な個人用ブース導入や、間隔が十分取
れるような什器配置の再検討をした。
　無線LAN強化や電源コンセントの拡充も
行われ、情報機器を利用しての活動のための
インフォメーションコモンズも設けた。電子
教科書の利用環境も改善できないか検討を続
けている。
　コロナ禍で教育現場では、小中学校の生徒
一人に一台のPCと高速ネットワークを整備
す る GIGAス ク ー ル 構 想（Global�and�
Innovation�Gateway�for�All）�が加速してい
る。その動きの中で、今後の教員には ICT機
器を活用した授業を組み立てる技術が求めら
れる。今後、教員になろうという学生にどの
ような環境を整えられるか、考えて行かなけ
ればならない。

（参考）
1）�教科書の検定・採択については文部科学
省のページを参照。
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/
kyoukasho/main3_a2.htm�
（access_date:�2021/07/21）
2）�全国国立教育系大学附属図書館協議会教
科書標準分類小委員会 .『教科書標準分類法』.�
大学図書館研究 .�XIV,�p.62-78�（1979.4）
3）�「教科書に関する取扱い及び解説（案）」.�
『NACSIS-CAT/ILLニュースレター』.�14号�
（2004.6.23）

（たかい・ちから／�
� 東京学芸大学附属図書館）
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とある部局図書室のお話―名古屋
大学生命農学図書室

田中　幸恵
　名古屋大学附属図書館は、中央図書館、医
学部分館、そして各学部・学科・研究所・セ
ンター等に置かれた20以上の部局図書室か
ら構成されています。各部局図書室は各部局
事務部図書係として業務にあたってきました
が、2017年10月の附属図書館事務部組織再
編により、常勤職員は「附属図書館東山地区
図書課」に所属が一元化されました。しかし、
これはあくまでバーチャルな組織名称で、予
算や利用条件等、実際のところは引き続き各
部局の管理の下で図書室運営を行っていま
す。本稿でご紹介させていただく名古屋大学
附属図書館生命農学図書室（以下、当室）は、
この部局図書室の1つです。今回の特集の
テーマである「専門図書館」と聞いてイメー
ジされるものとは少し毛色が異なるかもしれ
ませんが、理系の学生・教職員の教育研究支
援に特化した図書館とはどんなものか、知っ
ていただく一助になりましたら幸いです。

１．名古屋大学農学部・大学院生命農学研究
科の概要1）, 2）

　名古屋大学（以下、本学）の農学部は、
1951年に愛知県安城市に設置されました。
1955年に大学院農学研究科が設置されたの
ち、1966年に現在地である名古屋市千種区
に位置する名古屋大学東山キャンパスに移転
しています。1997年には農学研究科が大学
院生命農学研究科に改称されたほか、何度か
の改組を経て、3学科4専攻体制となって現
在に至ります。附置センターとして、フィー
ルド科学教育研究センター（東郷フィールド
（旧附属農場）と稲武・設楽フィールド（旧
附属演習林））と附属鳥類バイオサイエンス
研究センターがあり、関連する学内共同教育
研究施設として、生物機能開発利用研究セン

ターと農学国際教育研究センターがありま
す。

２．名古屋大学附属図書館生命農学図書室の
概要1）, 2）

　当室は、本学に農学部が設置された翌年に
図書分室として旧安城キャンパス内に設置さ
れたことから始まります。1960年には農学
部事務部に図書掛が置かれ、農学部の移転と
同じタイミングで東山キャンパスへと移転し
ました。当室は、現在農学部管理棟の2階に
位置していますが、農学部らしく（？）、建
物の周りは緑に囲まれており、四季折々に
様々な木々の姿を窓越しに見ることができ
る、大変穏やかな環境の図書室です。
　主な奉仕対象は農学部・生命農学研究科の
構成員（学生1,704名、教職員258名（2021
年5月1日現在）で、蔵書冊数は113,432冊
です（2021年3月31日現在）。

３．蔵書構成の特徴
　当室の蔵書の主な分野は生命科学分野・農
学分野の図書で、初学者向けの入門書から高
度な専門書まで、網羅的に収集しています。
予算との兼ね合いで優先順位は下がるもの
の、汎用的なアカデミックスキルに関する図
書も、学内重複状況をあまり気にせず購入し
ています。あえてそうしている理由は、農学
部の立地です。農学部から中央図書館までは
なかなかの距離があり、徒歩で15分ほどか
かります。そのため、本学の他の部局図書室
のように汎用性の高い図書について中央図書
館の蔵書を頼みにしにくく、なるべく当室で
必要な情報収集が完結するように考慮してい
ます。最近では、1・2年次の全学共通教育
課程においてデータサイエンス教育に力を入
れていく方針が示されていることもあり、R
やPythonなどのプログラミング言語や統計
に関する図書も増えてきました。
　利用者に対する蔵書PRとして、図書室の
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入口を入ってすぐ横に新着図書展示コーナー
を常時設け、POPをつけて利用者の目につ
きやすいようにしています。また、研究科所
属教員の著書のうち、図書室にご寄贈いただ
いた分は「教員著作コーナー」として別置し
ています（すべて貸出可能です）。さらに、
学生の福利厚生を目的として、�Tokai�Walker
やオレンジページなどの一般雑誌も置いてい
ます。学生だけでなく教職員の方も、勉強や
研究の合間にこういった雑誌を読みに来ら
れ、のんびりと過ごされている姿もよくお見
かけします。

４．利用者教育の取り組み
　当室では、従前から独自のガイダンス・講
習会などを充実させるべく努力してきまし
た。その中心は、毎年春に開催している「文
献検索ガイダンス」です。
　「文献検索ガイダンス」は、新しく研究室
に配属になった4年生や他大学から進学され
た修士課程1年生の方を主な対象として、本
学における文献検索の手順や各種データベー
スの使い方の紹介を講義形式で行うもので
す。具体的には、まず受講者自身の研究テー
マの先行研究についてWeb�of�Scienceで検
索してもらっています。その後、見つかった
先行研究論文が載っている雑誌が学内で利用
できるか確かめる方法を紹介し、最後に、集
めた論文のデータをEndNote�Webに取り込
んで参考文献リストを作成する流れを紹介し
ます。なるべく実習時間を多くとること、図
書室職員が机間巡回を行って受講者に積極的
に声をかけるなど、手厚いフォロー体制を敷
いて、例年ご好評いただいておりました。
　しかし、コロナ禍の影響で2020年度は開
催中止、2021年度は、Microsoft�Teamsを
用いてオンラインライブ配信形式での開催に
変更せざるをえなくなりました。画面共有機
能でPowerPointのスライドを共有して説明
を行い、対面時と変わらず実習時間を設けま

した。実習中の質問は、ブレイクアウトルー
ム機能を使って職員が個別に対応しました。
オンラインの場合、今までのようなきめ細か
なフォローができない、という点が開催側と
しての最大のマイナスでしたが、受講生側か
らはオンライン開催を歓迎するご意見もあり
ました。仮にコロナ禍が落ち着いたときに、
安易に対面に戻していいものか、内容の精査
も含めて来年度に向けて検討を進めていると
ころです。

５．利用者との交流から身についていく専門
知識
　筆者が当室に配属されて感じた一番の特徴
は、利用者との距離の近さでした。今まで当
室で勤務してこられた方の努力はもちろん、
先述の通り中央図書館からの距離が遠いこと
がプラスになり、農学部・生命農学研究科の
構成員の方から、「図書館といえばここ」、
「我々の図書室」という意識を持っていただ
けているように感じています。その分、期待
に応えられるよう、努力は怠れないプレッ
シャーもあります。日常業務のほか、生命科
学分野に関する広報誌や研究科に関する学内
会議資料等はなるべくチェックしようと思っ
ていますし、学内外で開催される業務に関す
る研修や勉強会へも可能な範囲で参加するよ
うに心がけています。
　何より、利用者との距離が近いことは、分
野の専門家である利用者から直接必要な知識
を学びとれる機会の増加に繋がっています。
今回書かせていただいた内容に絡んだ例です
と、当室に配属された当初、筆者は図書選定
と受入を担当していたこともあり、「教員著
作コーナー」の蔵書をよく参照していました。
そこから、研究科に関する情報収集ができま
したし、ご寄贈のついでに執筆時の裏話をし
てくださる先生もいらっしゃいました。また、
「文献検索ガイダンス」をきっかけに職員と
顔なじみになった学生と話をすると、動物学
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系の研究室ではPubMedの方をよく使う、と
いう話を聞いたり、最近の研究のホットト
ピックを教えてくれたり、こちらが新たに
知っておくべき・身につけておくべき事項を
次々と提示してくれます。実際に教育研究の
現場にいる方からの話を直接聞けて、自己研
鑽のネタや実際の図書館サービスの内容に生
かしていける環境にあることが、部局図書室
で勤務していることのありがたさかもしれま
せん。

《参考文献》
1）�名古屋大学農学部30年史編纂委員会編 .�
名古屋大学農学部三十年史 .�名古屋大学農学
部 ,�1981,�361p.
2）�名古屋大学農学部50年史編纂委員会編 .�
名古屋大学農学部五十年史 .�名古屋大学農学
部・�名古屋大学大学院生命農学研究科 ,�
2001,�658p.

（たなか・さちえ／�
� 名古屋大学生命農学図書室）

分野をまたぐ図書館員とシステマ
ティックレビュー執筆支援

河野由香里
１．はじめに
　筆者が所属する北海道大学は20ほどの図
書館（室）がある。これらをおよそ3年毎に
異動するが、分野をまたぐ異動が通例で、文
学部→工学部→医学部といった異動もあり得
る。各分野に特化したサービスをいかに提供
するか、この課題を常に抱えている。
　今回医系の話をご依頼いただいたが、筆者
の医系経験年数は2021年7月時点で満3年3ヶ
月と短い。本稿では在籍した図書室について
簡単に触れたのち、医系の複数図書室で行う
サービスを紹介する。医系大学の方には物足

りない内容と思われるが、何卒お許しいただ
きたい。

２．医系の複数図書室をまたぐ
　2018年4月、全分野対象の図書館から歯
学部図書室に異動した。蔵書数約4万冊、職
員2名の小さな図書室だが、歯科の資料が豊
富な分野特化型の図書室だ。主な奉仕対象は
歯学部の学部生、歯学院生、教職員、大学病
院・歯科の医療従事者である。
　2021年4月からは保健科学研究院図書室
に在籍している。蔵書数約3.3万冊、職員2
名と、こちらも小さな図書室だ。主な奉仕対
象は医学部保健学科の学部生、保健科学院生、
教職員で、保健学科に専攻が5つあり、看護
師・保健師・助産師・診療放射線技師・臨床
検査技師・理学療法士・作業療法士を養成し
ている。歯学部と比較するとカバーする分野
が広く、学生の進路も様々だ。

３．人事異動のジレンマ
　数年で入れ替わる職員は、研究者から見れ
ば「いつかいなくなる人」である。数年以上
のスパンで進める研究の話を、我々にしよう
と思うだろうか？そう感じながらも、歯学部
では「顧客を知ること」を目的に、雑談をは
じめとしたコミュニケーションを積極的に
とった。結果、医局会での講習会等、潜在ニー
ズを拾った案件を実現したが、お手伝いした
文献レビュー等が出版される前に異動となっ
た。
　「せっかくいろいろ質問できる人ができた
と思ったのに残念です」異動の際、歯学部の
教授からいただいた言葉である。なんとも歯
痒かったが、後任は自分より優秀な図書館員
であり、これからも気軽にご相談いただきた
い旨伝え、歯学部を後にした。

４．グループ化でできるようになったこと
　2018年4月、本学の部局図書室が6つにグ
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ループ化された。これ以降、医系グループ（医
学部・保健科学研究院・歯学部・薬学部の図
書担当）は連携し、学術情報リテラシー業務
等を展開している。現在の状況において人事
異動は避けられないが、複数図書室でノウハ
ウを共有し、部局をまたいだサービスを行い
やすくなった。次に紹介するサービスは、こ
のスケールメリットを生かしたものである。

５．システマティックレビュー作成支援事業
　医系グループでは「文献検索相談・代行サー
ビス」1）の中で、研究者が行うシステマティッ
クレビュー（以下、SR）や、診療ガイドラ
イン（以下、GL）の作成を支援している。
これは筆者が医系分野に異動してから、勉強
と実作業を含め、最も時間を投入した業務で
ある。

5-1．図書館員の貢献
　医系以外の方には耳馴染みがないかもしれ
ない。SRとはあるトピックに対する既存の
研究成果を、網羅的に収集・評価し、一定の
結論を出す研究手法である。一定の取り決め
（PRISMA等）に従う必要がある等、従来の
総説（レビュー）とは異なる点に注意された
い。成果として出版される論文は、エビデン
スとしての信頼性が高く、臨床現場で意思決
定の判断材料となるGLや、医療政策策定の
根拠にも用いられている。2）

　図書館員が貢献するのは「既存の研究成果
を網羅的に収集」の部分である。具体的には
文献検索を指し、日本国内でGLを作成する
際に参照される「Minds診療ガイドライン作
成マニュアル」でも、作成時に行うSRに関
わる専門家として「図書館員など医学文献検

図1．検索式の例（抜粋）
川村路代「北海道大学におけるシステマティックレビュー支援：始まりとその先」
（2019）3）/�CC�BY�4.0から抜粋
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索専門家」が挙げられている。
　本学で開始した経緯は過去の発表 3）をご覧
いただきたいが、始まりは一人の教員の「対
応してもらえないか」という要望だったこと
を強調しておきたい。「即応できる人材・ス
キル」はなかったが、教員や他大学の医学図
書館員に指導を仰ぎながらOJTで経験を積
み、新任の担当者を日本医学図書館協会の講
習に参加させる等して、形作っていったサー
ビスである。筆者にとっても似た経験がない
業務であり、携わった当初は新たな世界に足
を踏み入れた気持ちであった。

5-2．実務の流れ
　研究者から申し込みがあった後、担当者を
最低2名決める。担当は医系グループ図書室
に所属する5名（2021年7月現在）で、研究
者の所属部局職員が優先されるが、他業務を
勘案し柔軟に決めている。
　次に、研究者との打ち合わせに向け、テー
マに関する知識を取得する。同時並行で検索
語や検索式の構成を検討し、予備検索でおよ
その文献数を把握する等の事前準備を行う。
その後研究者と打ち合わせを行い、テーマ概
要、使用するデータベース、既知文献、不明
点等を確認する。
　打ち合わせ後、検索戦略を立案し、検索式
の提案・修正を繰り返す。検索式確定後、各
データベースで検索を実行し、書誌情報等を
文献管理ツール等で渡して、終了となる。こ
の流れに付随し、研究評価指標やハゲタカ
ジャーナル等について質問を受けることも多
く、次のサービスに繋がる契機ともなってい
る。
　ここから成果が発表されるまでは期間が開
くが、論文の共著・謝辞に担当者名を入れて
いただく例も増えてきており、筆者も謝辞に
入れていただいたことがある。4）図書館員の
貢献が、ステークホルダーにもわかる形で表
されることは、意義があることと考えている。

今後は、Methods部分の執筆支援をする等、
更なる支援に向け取り組んでいる。

5-3．ノウハウの共有
　先日第68回国立大学図書館協会総会にお
いて、本事業が国立大学図書館協会賞を受賞
した。詳細は審査報告 5）をご覧いただくとし
て、本事業立ち上げ当初から携わる川村が、
受賞挨拶の最後で発信した「ノウハウの共有」
について触れ、この事業の説明を終えたい。
　研究者から「共同研究者の所属図書館では
断られてしまった」と伺うことがある。先述
の通り、筆者の所属組織は分野をまたぐ異動
が通例であり、現在の我々のチームも超ベテ
ランがいるわけではない。そんな我々のチー
ムだが、もし同様のサービスを検討している
館があるのなら、これまでの経験を喜んで
シェアさせていただきたいと考えている。

６．おわりに
　「男子、三日会わざれば刮目して見よ」と
いう言葉がある。医系に来て三日どころか三
年経過したが、顧客を刮目させるような進歩
を得ただろうか。いつか得ることを掲げ、サー
ビスの受け手と能動的にコミュニケーション
を取り、「できることの可能性」にトライし
続けよう。その先にはまた、新しい世界が待っ
ていることだろう。

参考文献
1）�北海道大学附属図書館 .�“文献検索相談・
代行サービス【医系グループ】”.
https://www.lib.hokudai.ac.jp/med/search/,�
（2021-07-16参照）.
2）�卓興鋼 ,吉田佳督 ,大森豊緑 .エビデンスに
基づく医療（EBM）の実践ガイドライン　
システマティックレビューおよびメタアナリ
シスのための優先的報告項目（PRISMA声
明）.�情報管理 .�2011,�54（5）,�p254-266.
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�（こうの・ゆかり／北海道大学附属図書館）

大学図書館員によるサブジェクト
サービスの可能性

佐藤　知生
１）幻影のサブジェクト・ライブラリアン
　本稿のタイトルは、呑海氏が2004年に記
した『大学図書館におけるサブジェクト・ラ
イブラリアンの可能性』1）にオマージュを込
めつつ翻案を試みたものだ。この中で氏は、
サブジェクト・ライブラリアン（以下、SL）
の日本における状況について「長年その必要
性が説かれてきたにも関わらず、…未だ根付
いているとはいいがたい」と評し、人事や養
成の観点からその導入の困難さを指摘してい
た。その後も類似する専門職であるLiaison�
LibrarianやEmbedded�Librarianを含めSL
等の専門職制度の可能性は数々議論された
が、国内で実際に導入された例は殆どない。
多くの場でその名が挙がりながら半世紀近く

導入を見送られ続けてきたSLは、さながら
数学上の未解決問題のように日本の大学図書
館界に横たわっている。何がしかのコペルニ
クス的転回を要する課題と考えざるを得な
い。例えば、「○○・ライブラリアン」とい
う職種ではなくその機能に目を向けることを
促した星野氏の指摘 2）に注目してみたい。本
を正せば重要なのは主題分野の理解に基づい
たサービス機能（サブジェクトサービス）で
あるため、専門職制度はあくまで方法論のひ
とつに過ぎないと考えるのは筋の通った見方
ではないか。では、いかにSL制度を確立す
るかという従来の議論から少し離れ、次のよ
うな論点からサブジェクトサービスの可能性
を探ってみてはどうだろう。
　＜論点①＞求められる主題専門性の水準
　＜論点②＞人事ローテーションの影響
　本稿ではこれらの論点を軸にしながら現役
の図書館員によるサブジェクトサービスの可
能性について検討する。なお、前述の文献 1）

で広義のSLを「特定の主題分野における選
書や蔵書構築、�情報リテラシー教育等を行
い、研究者や学生とその関連分野を接点とし
て関わりを持つ図書館員」としている点を参
考に、本稿でのサブジェクトサービスは「特
定の主題分野に関する理解と連携に基づいた
選書や蔵書構築、情報リテラシー教育、レファ
レンス、研究データ管理等のサービス」と捉
える。

２）中国におけるサブジェクトサービスの模
索から
　SLなどの専門職に関するものと比べると、
組織的なサブジェクトサービスに焦点を当て
た報告は多くない。しかし、中国において近
年この観点からの議論が活発なのは興味深い
点である。中国では1998年に清華大学でSL
が配置されて以来国内にSL制度の導入が進
められたようだが、既存の環境にそのまま移
植するだけでは十分に機能しなかったため、
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チーム制でのサブジェクトサービスに活路を
見出しているようだ 3）。これまでに、機関や
目的に合わせて多様なチームモデルを提案し
たり、オンラインで機関間のチームを接続し
たりするなど限られた人的リソースを有効に
活用する数々の試みがなされている 4）。中国
では欧米のように専門職人材を確保・活用で
きる土壌がなかったとのことであるが、同様
の状況下で足踏みした日本と比べると、能力・
人材の欠如に立ち止まらずチームビルディン
グによってそれを補おうとした点は敬服に値
する。
　SLを組織化する試みは中国に限ったこと
ではないが、専門性を備えた人材の不足や既
存のサービス体系への摩擦をカバーするため
にチームビルディングの強化を核にした点は
日本における論点①を考察するうえで重要
だ。サブジェクトサービスの提供にあたって
予め主題分野の学位等を必須としない事例は
英国等のSLでもみられ 5）、Liaison�Librarian
等のように教員との連携に重点を置いてサブ
ジェクトサービスを提供するライブラリアン
にもあてはまる。担当者らにどこまでの専門
性を求めるかは組織のミッション・ステート
メントにもよるが 1）、これらの事例を見るに
予め十分な主題専門性が無ければサブジェク
トサービスが担えないという判断は早計のよ
うに思える。

３）人事制度とのコンフリクト
　日本におけるSLの導入・養成についての
議論では、必ずと言っていいほど論点②の問
題が指摘され、ほとんどの場合解決策が提案
されていない。ジェネラリスト養成指向の人
事制度によって専門性が育ちにくいことは他
の技能（目録、システム等）についても言え
ることであるが、サブジェクトサービスにつ
いては研究者との継続的な協力・信頼関係に
よるリエゾン機能や図書館業界外からの情報
の収集・蓄積が必須であり、人事ローテーショ

ンとは最も相性が悪いといえよう。専門性を
求める文脈で否定的に語られがちな現行の人
事制度にも一定の妥当性があることは認める
が、サブジェクトサービスに限っては担当者
が継続して同じ主題分野に関わり続けること
が不可欠と考える。これは論点①とも関係し
ており、バックグラウンドとしての主題専門
性の不在をカバーするうえでも必要な条件で
ある。

４）複層レイヤーによるハイブリット体制へ
の展望
　ここで、現行の人事制度とも折り合いのつ
く案をひとつ提示してみたい。そもそも、な
ぜ職掌のレイヤーを単層で考える必要がある
のだろうか。従来の人事ローテーションはそ
のままとして、そこに異動のないバーチャル
な職掌を別のレイヤーとして設定する体制も
考えられなくはない。現に配属部署を横断し
たワーキンググループ（以下、WG）という
レイヤーは多くの機関で取り入れられてい
る。WGはプロジェクトベースで設置され、
配属部署に依存しない（関係性を持たせる場
合もある）。同様に主題ベースのレイヤーと
してサブジェクトグループ（以下、SG）を
追加すれば、部署を異動しても特定主題に関
わり続けることは可能だ。業務量の増加を懸
念する声もあるかもしれないが、サブジェク
トサービスに該当する業務を従来の部署から
SGに移行するので全体の業務量は調整でき
るだろう。
　半世紀前であれば夢物語だったかもしれな
いが、今はオンラインのコミュニケーション
ツールで遠隔でも研究者と連携することは容
易だ。また、サブジェクトサービスはオンラ
イン上で提供可能なものが多く（情報リテラ
シー教育、レファレンス、研究データ管理等）、
閲覧業務、施設の保守運営、受入整理業務と
いったその他のサービスと比べても部署から
切り離しやすいと考えられる。オンライン
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ベースのサービスであれば、他機関のSGと
の連携も比較的容易なため、ニーズに対して
機関内のみで十分なリソースを確保できない
場合に機関間協力によって補完できる余地が
あることは先に述べた中国からの報告 3）でも
触れられている。

５）専門分野への寄り添い方
　例として具体的な青写真を描いてみたが、
より適切な体制は機関の種類や規模によって
異なる。海外で普及した専門職としてのSL
制度も確かに魅力的な選択肢であるが、あく
まで選択肢のひとつでしかない。なにより大
切なのはギャップ分析に基づいて、理想と現
実を埋める建設的な在り方を考えていくこと
だろう。今後もサブジェクトサービスの議論
が続くことを願うが、管理者レベルの方々に
はそろそろ具体的なアプローチも期待した
い。
　なお本稿ではページの都合上、SLをめぐ
る背景や国内での導入例、医学・薬学分野で
の優れた取り組み等取り上げられなかった話
が多くある。邦文では、既出の呑海氏による
もの 1）の他山田氏の文献 6）で詳しくまとめ
られているため合わせて参照いただきたい。

1）�呑海沙織 .�（2004）.�大学図書館におけるサ
ブジェクト・ライブラリアンの可能性 .�情報
の科学と技術 ,�54（4）,�190-197.
2）�星野雅英 .�（2007）.�国立大学における図書
館職員の専門性とキャリアパスを考える -東
京大学附属図書館を事例として .�大学図書館
研究 ,�81,�42-52.
3）�樊俊豪�&�陆铭 .�（2013）.�学科馆员团队构
建研究 .�新世纪图书馆 ,�2013（11）,�37-39,�
86.�[Junhao,�F.,�&�Ming,�L.�（2013）.�Study�
on� the�Construction�of�Subject�Librarian�
Team.�New�Century�Library,� 2013（11）,�
37-39,�86.]
4）�Hao,�H.,�Wang,�Y.,�Li,�N.,�&�Yang,� J.�

（2016,�August）.�A�Study�of�Subject�Service�
in�Chinese�Academic�Libraries.� In� 2016�
International�Conference�on�Economics,�
Social� Science,� Arts,� Education� and�
Management�Engineering.�Atlantis�Press.
5）� Humpreys,� K.�（1967）.� The� subject�
specialist� in� national� and� university�
libraries.�Libri,�17,�29.
6）�山田かおり .�（2014）.�アメリカの大学図書
館におけるサブジェクトライブラリアン .�
Library�and�information�science,�（71）,�27-
50.

（さとう・ともき／�
� 神戸大学自然科学系図書館）
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新規会員募集について
� 大学図書館研究会事務局組織担当

　日頃より組織運営にご理解、ご協力を頂きましてありがとうございます。
さて当研究会では図書館にご関心があるより多くの方に、知見を広げる機会をお持ち頂くだけでなく、ご自身の知見も共有し、
様々な活動を一緒にして頂くために、新規会員を募集しております。
　会員の方には、会報『大学の図書館』の購読、全国にある地域グループや研究グループによる様々な例会イベントへの参加、メー
リングリストdtkMLを使った情報共有など、有意義な会員特典がございますし、ご自身の関わり方次第でさらに様々な経験を
して頂くことが可能です。
　図書館関係者の皆さまにおかれましてはぜひ、周りのみなさまへのご周知方についてもご協力を賜りますようよろしくお願い
申し上げます。
　みなさまの身近に、大学図書館の未来を考えたい方、大学図書館の歴史を知りたい方、大学図書館の機能を探求したい方、そ
して広く大学図書館に興味をお持ちの方がいらっしゃいましたら、大学図書館研究会をご紹介ください。ご入会をぜひお勧めく
ださい。

大学図書館研究会　入会案内・入会申込ページ
https://www.daitoken.com/admission_guide/index.html

入会案内パンフレットも掲載されています

　会員情報（ご連絡先住所、メールアドレス、所属など）について変更があった場合は、その都度、組織担当までご連絡をお願
いいたします。
　会の安定的な運営のため、ご理解ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

【問い合わせ先】
入退会および会員情報について：事務局組織担当�soshiki@daitoken.com

2021/2022年度会費納入および会員情報確認のお願い
� 大学図書館研究会事務局会費徴収担当
� 大学図書館研究会事務局組織担当

　大学図書館研究会の会費は、会則第16条に定められているとおり、前納制です。

大学図書館問題研究会則（抄）
第16条　この会の経費は会費、事業収入および寄付金でまかない、会員は会費として年額5,000円を前納しなければなりま
せん。
（中略）
4　この会の会計年度は7月1日よりはじまり、翌年6月30日に終わります。

　会費納入がお済でない会員各位、会費の納入をお願い申し上げます。
　グループご所属の方は、グループ活動費も合わせてお納めください。
　また、会費納入のお願いに併せ、「会員名簿情報ご確認のお願い」も同封しております。
　変更がない場合でも、必ず回答くださいますよう、お願い申し上げます。
　当会の安定的な運営のため、ご協力をお願い申し上げます。

【問い合わせ先】
　会費納入について：事務局会費徴収担当�kaihi@daitoken.com
　会員名簿情報ご確認について：事務局組織担当�soshiki@daitoken.com
　両方に関わるもの、あるいは判断がつかないもの：事務局�dtk_office@daitoken.com
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